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長い歴史を持つラボラトリーの系譜学的検討 

 

 
○上野 彰，永田晃也（文部科学省科学技術政策研究所）  

 

 
１．問題の所在 

 前回第 22 回年次研究大会において筆者等は、

研究現場で実際に展開されてきた、また現在も実

践されつつある科学的探求の活動を把握するた

めの概念装置として、「メソレベルからの研究視

座」と、「リサーチ・パス概念（外形的に捉えら

れる意思決定の痕跡）」の導入を提唱した1。 

 この概念装置に基づき、筆者等は独立行政法人

理化学研究所（以下、理研）のいくつかの研究室

を対象としたフィールド・サーベイに取り組むと

ともに、90年余に及ぶ理研の歴史を研究室単位の

視点から把握する試みを実施した。この理研の研

究室史検討の中で、当初は予測していなかった事

実が明らかとなり、またそこから新たないくつか

の作業仮説が生まれてきたので、ここに紹介する

とともに、予備的な検討を試みたい。 

 理研の歴史を研究室という単位から検討する

ことによって明らかになった事実とは、研究室の

継続問題、すなわち研究室の「系譜」2の存続と断

絶の問題である。 

現在では日本各地に研究拠点がある理化学研

究所の中でも、和光市に所在する中央研究所は、

伝統的な「主任研究員制度」（理研の研究室を主

催する主任研究員に、人事権や予算などに関する

大きな裁量権が認められている制度、財団理研の

三代目所長大河内により導入）によって運営され

る研究室からなる。『理研精神八十八年』（2005

年刊）をはじめとする理研の所史や、それに類す

る記録には、戦前の財団法人理研時代から現在あ

る研究室までと連なる、いくつかの研究室の系譜

が明記されている。また、所史や諸記録の中で、

幾人もの理研の OB研究者が、自分が嘗て所属し

ていた研究室は○○先生（多くの場合「理研の三

太郎」や大河内らに遡る）の系譜を引く研究室で

あったとする、誇らしげな回想を行っている。こ

                                                   
1上野彰，福島真人 第 22回年次研究大会報告 1F02「長

い歴史をもつ研究チームの組織的知識の把握～リサー

チ・パス概念の導入」 
2 系譜とは、一義的には先祖から子孫に至る一族代々の繋

がりであり、またそれを書き記した系図を指すのだが、こ

こでは拡大解釈して師弟関係の繋がり、また同じような要

素、性質を受け継いでいる事物の繋がりと捉えている。 

れらの資料を検討した結果からは、理研の、少な

くとも中央研究所の研究室の多くが、数十年の歴

史と伝統を引き継いでいるものと思われた。 

しかしながら、理研の研究者や事務系職員に実

際にインタビューした結果、理研の研究室は原則

として「主催する主任研究員一代限り」のもので

あること、そしてある主任研究員が退任する場合、

次の研究室の研究分野、および次代の主任研究員

は、主任研究員会議における合議3により選出され

るために、研究室の系譜が自動的に継続されるこ

とは「基本的にない」ことがわかった。従って、

理研所史巻末に記された研究室の系譜の多くは、

「ある研究室の次にどの研究室が設置されたか」

を示すものであって、A研究室から B研究室へ某

かの継承があった事実を示すものではない。 

では、理研における研究室の継承、系譜とは全

くのフィクションかというと、そうではない。加

速器などの大規模な実験装置を研究に用いる実

験物理系の研究室は、その実験装置の存在故に、

研究室としての系譜を継承している。また、比較

的小規模の実験設備を用いる農芸化学系の研究

室の中にも、長い系譜を持つ研究室が存在する。 

ここで伝統を継承する研究室の系譜が、僅かで

はあるが確かに存在している事実を前にすると、

新たにいくつかの疑問点が生じる。「主任研究員

一代限り」という理研としての研究室主催の原則

が厳然と存在する中で、何故にある一部の研究室

は系譜を保つことができたのだろうか。また、そ

の研究室にとって、長い歴史と系譜を有するとい

う特徴は、科学的探索活動の実践上、どのような

強みとなって機能したのだろうか。それは、代々

の研究室、主任研究員のリサーチ・パスを追うこ

とにより、明らかにできるものだろうか。あるい

は、研究室の系譜や伝統とは、実際の研究活動の

中で、どのようなものとして顕現するのだろうか。

さらに、研究室を取り巻く外部環境の変化は、研

究室の存続や研究方向性にどのような影響を与

                                                   
3 新研究室の研究分野の決定および主任研究員人事のた

めに、主任研究員会議の要請で「研究分野選定委員会」、

および「新研究室検討委員会」通称５人委員会（主任研究

員会議が物理、化学、生物、工学の４分野から５名を委嘱）

が設置される。 
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えてきたのだろうか。以下に、具体的な研究室の

事例を取り上げ、これらの疑問点を予備的に検討

する。 

 

２．長い歴史を持つ研究室の事例検討 

 理研が研究室を主任研究員一代限りと定めて

いる最大の理由は、科学の諸分野に跨る各研究室

が、研究の世界的な動向や研究テーマの盛衰、特

に研究分野全体を改革・再編するようなドラステ

ィックな変化に適切に対応していくためである。 

 一方、中央研究所の研究室群の中には、50年余

の歴史を持つ研究室が存在する。この長い歴史を

持つ研究室は、上記の原則を巧みに乗り越えて存

続してきた。では、具体的にはどのような歴史を

経てきているのだろうか。 

 ここで長い歴史を持つ研究室として、中央研究

所の抗生物質研究室を取り上げる。 

(1)住木研究室～新規抗生物質探索期 

 第２次世界大戦直前にペニシリンが再発見さ

れて以降、抗生物質に対する注目が世界的に高ま

り、戦後は重要な抗生物質の発見が世界中で相次

いだ。敗戦後の混乱期にあった日本でも、抗生物

質に対する社会的な要請は非常に高く、これを専

門に研究、開発する機関を整備することが焦眉の

急とされた。こうした世相の中で、理研（当時は

株式会社科学研究所）に抗生物質研究室が発足し

たのは 1953年（昭和 28年）である。 

抗生物質研究室の初代主任研究員となったの

は、当時既に日本の抗生物質研究をリードする存

在であった住木諭介である。住木は東京大学農学

部農芸化学科出身で、理研三太郎の一人、鈴木梅

太郎の弟子であり、戦前には兄弟子である藪田貞

治郎（抗生物質研究室の前身となる研究室を理研

で主催）とともに、菌類由来の生理活性物質であ

るジベレリン4の結晶化に成功していた。抗生物質

研究室のお家芸である「モノとり」5の伝統はここ

から始まっている。住木は戦後も藪田と共に、理

研および東大農学部で抗生物質の研究に取り組

んでおり、藪田研究室の一部を引き継ぐ形で抗生

物質研究室を主催することは、理研としても、学

会としても最も望ましい路線であった。なお、研

究室発足当時は研究者６人の構成6であった。 

                                                   
4 現在ではブドウの単為結果（種無しブドウ）促進等に広

く使用されている。 
5 土壌から菌を分離し、培養し、抽出物を取り、スクリー

ニングにかけ、かかった物質を構造決定して生合成する。 
6 住木研究室の６人の中には、同年東大農芸化学科を卒業

したばかりの磯野清がいた。またこの時副主任研究員だっ

た池田庸之助は 1954年東大応微研へ教授として転出、代

わりの副主任研究員として東大農芸化学科から鈴木三郎

が参画した。住木研究室には発足当時から、後の第３代ま

 なおこの 1953年は、東大に応用微生物研究所7

（応微研）が設置された年でもある。また、これ

らに前後して微生物化学研究所8も設立され、日本

の抗生物質研究は、農学と医学（微生物化学）の

連携の下、急速に陣容を充実させていった。 

 住木は理研（科研）の他に東大でも研究室を主

催していたので、両研究室による共同研究の機会

が多かった。理研の抗生物質研究室では、抗生物

質に関する基礎研究を中心に、新規抗結核性抗生

物質、および抗がん性抗生物質9の発見に向けたス

クリーニングを展開した。 

さてこの当時、稲作の農薬として主に使用され

ていたのは水銀剤であるが、これは人体への影響

が少なからずあり、水銀剤に代わる農薬の開発が

社会的に望まれていた。1950 年代に国際学会で

数度渡米した住木は、彼の地でペニシリンやスト

レプトマイシンを植物病害の防除に応用する研

究10が盛んに行われているとの情報に接した。そ

の結果住木は、動物や人体に影響のない、新しい

農薬専用の抗生物質を微生物由来の生理活性物

質の中に発見する、との研究構想を得た。 

この着想を受けて東大応微研と理研抗生物質

研究室、さらに農水省農技研11（見里朝正、後に

理研の微生物薬理研究室を主催）との間に共同プ

ロジェクトが発足し、1958 年には放線菌の有効

活性物質からブラストサイジン S12が単離された。

この発見は、後に理研で大々的に展開される抗生

物質の農薬応用研究の嚆矢となった。なお、同年

に理化学研究所法が制定され、特殊法人理化学研

究所が正式にスタートしている。 

 その後、住木は 1962 年に主任研究員を辞する

が、同時に理研の副理事長に就任し、新たに発足

する理研の農薬部門13の充実に尽力した14。 

(2)鈴木研究室～抗生物質の農薬応用研究期 

                                                                                 
での主任研究員が在籍していたことになる。 
7 応微研の初代所長は醗酵学の重鎮で、前年まで東大教授

と理研主任研究員を兼任していた坂口謹一郎である。坂口

はこの後も理研の副理事長等を歴任する。また、理研の坂

口研究室はその後、醗酵化学研究室、次に微生物学研究室

となり酵素研究、生体高分子研究へと変遷する。 
8 医学系出身で応微研教授でもある梅澤浜夫が設立。 
9 この研究に対して米国 NIHが 1960年より３年間計 5

万ドルの研究資金を交付、旱天の慈雨となった。 
10 この方法には菌の耐性獲得という大きな問題がある。 
11 住木主任の時代、抗生物質研究室の基礎研究の応用、

また動物実験などは農技研に委託され展開された。 
12 イネの稲熱病の特効薬として製品化された。 
13 理研の農薬部門は 1959年に行われた日本学術会議の

勧告に基づき、関係省庁間調整の結果を受け設置されるこ

ととなり、主に新農薬の創製研究に従事した。なお、同部

門はミッションの終了と共に 1987年に改組再編された。 
14 また、嘱託研究員として農薬合成第２研究室、同第３

研究室、農薬試製室などを主催した。 
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 1962 年の住木の退任を受けて、抗生物質研究

室の副主任研究員であった鈴木三郎が、第２代の

主任研究員として抗生物質研究室を主催するこ

ととなった。抗生物質研究室の継続、また鈴木の

主任研人事は、理研の「主任研究員会議」の要請

によるものである。 

 この当時理研は、９研究室からなる農薬研究部

門を整えつつあった。鈴木研究室はこれら農薬研

究部門と研究内容的にも人員的にも15強い連携を

持ちながら、新規の農薬用生理活性物質の研究を

推し進めた。 

 鈴木研究室時代の最大の研究成果にして、後に

理研に特許実施料収入として莫大な利益をもた

らした16のが「ポリオキシン17」発見である。 

 このポリオキシンには大発見につきもののエ

ピソードがある。1964 年当時、鈴木研究室の研

究員であった磯野清は、偶々農芸化学会の帰りに

立ち寄った阿蘇で土を採集した。この土壌から分

離された放線菌が、新規の農薬として期待できる

優れた生理活性物質を生成することがわかった。 

磯野はこれを苦闘の末に単離精製18し、さらに化

学構造を決定した。こうして 1968 年までに発見

され、構造が決定され、特許が取得されたポリオ

キシン類縁体は Aから Lに及ぶ。 

 ポリオキシンはさらに、1966年に科研化学（現

科研製薬）により製品化され実用に供された。こ

のポリオキシンの研究と実用開発は、抗生物質研

究室のほか、理研農薬部門、科研化学、東亜農薬、

北興化学などが共同で取り組んだ産学共同研究

プロジェクトでもあった。 

実際、鈴木時代の抗生物質研究室には、前述の

科研化学や池田模範堂などの企業から、委託研究

生や出向研究員が参画している。この当時抗生物

質研究室に所属した経験を持つ企業のOB研究者

によれば、鈴木は抗生物質研究所の歴代主任研究

員の中で、最も研究の実用性と企業との繋がりを

重視するラボ・マネジメントを行った。 

鈴木のこの研究室運営戦略には、安全な農薬に

対する社会的、政策的な要請に加えて、日本全体

                                                   
15 1970年には抗生物質研究室の副主任研究員だった安

斎謙太郎が農薬合成第２研究室のプロジェクトに参画し

ている。 
16 理研はポリオキシン特許によりもたらされた余剰金

5,000万円を以て、新たなレーザー研究部門立ち上げの基

盤とした。 
17 ポリオキシンは「カビに効くペニシリン」の異名を持

つ、放線菌由来の生理活性物質である。真菌の細胞壁キチ

ン質形成を阻害する（キチン合成酵素を選択的に阻害）作

用機構を持ち、脊椎動物や植物には影響がないことから、

現在も果樹、花卉類の病害防除に幅広く用いられている。 
18 抗生物質研究室に長く所属した小日向技術員は、有効

活性物質の単離結晶化などに「伝説の」腕をみせた。 

が高度経済成長期を迎えていたことが大きく影

響していると考えられる。 

なお鈴木は 1978年 4 月、定年を待たずに抗生

物質研究室の主任研究員を辞した。この間 15 年

を通じて、研究室の規模はプロパー研究員に外部

研究員を入れて総勢 10 人程度と、当時の理研の

研究室の標準サイズであった。 

(3)磯野研究室～応用から基礎研究への転換期 

 理研主任研究員会議は 1978 年の鈴木の退任を

受け、抗生物質研究室は生理活性物質の研究をさ

らに科学的に発展させるべし、との決定を行い、

磯野清を第３代の主任研究員に推挙した。磯野は

住木研究室の発足と同時に参画し、前述のポリオ

キシンの発見者でもあることから、分子生物学の

隆盛などを背景とした時代の、抗生物質研究室の

マネジメントを託すには最適の人材であると評

された。 

 しかしながら、磯野のラボ運営は決して順調な

スタートを切ったわけではなかった。この時期、

理研全体に係る人事関係の不祥事があり、研究員

の新規採用が凍結されていた。このために磯野は

最初の５年間、子飼いの弟子のないままでの研究

室の運営を余儀なくされた19。 

 研究室の陣容はそのままで、しかし新任主任研

究員としての新機軸を出すために、磯野はそれま

で取り組んできたポリオキシンなどの生合成研

究を一旦離れ、細胞壁合成阻害物質の研究、新た

な生物活性物質の探索、そして抗腫瘍物質研究へ

と研究の舵を切る決定をした20。 

 なお、この時期（1980年前後）は、旧来の「モ

ノとり」式の方法で発見される新規抗生物質の数

が激減し、農芸化学者の間でも「抗生物質は既に

取り尽くされた」といわれ始めていた。他方では

ターゲット物質を定めてアッセイ（測定）法から

工夫するという生化学的手法が一般的になり、ま

た質量分析法21や核磁気共鳴分光法22に用いられ

る分析機器の精度も非常に高くなっていった。こ

うした解析機器の進歩が、研究の中での生成や分

析、検出などの方法だけでなく、研究自体の意味

にまで大きく影響を及ぼし始めていた。 

 さて 1983 年に漸く研究員の新規採用が解禁さ

れ、現在の主任研究員である長田裕之23が採用さ

れると、抗生物質研究室は新しい研究方向での実

績を出し始める。翌’84 年にも生方信（現北海道

大教授）を採用し、磯野の思うような研究布陣～

                                                   
19 研究室には主任研の磯野より年長の研究者も複数いた。 
20副主任研究員だった浦本（東大応微研を経て 1968年入

所）によると、この間の舵取りには相当難渋したという。 
21 マススペクトロメトリー 
22 NMRスペクトロメトリー 
23 東大農学部の別府輝彦研究室（醗酵学講座）出身。 
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生物と化学の領域融合という研究室の陣営が漸

く整ってきた。磯野が着任当初から構想していた、

動物細胞の増殖・分化の制御物質をスクリーニン

グにより探索する研究も、’86 年以降本格的に始

動した。この課題は 1992 年３月の磯野の退職の

後、次代の主任研究員である長田に引き継がれる。 

 また、日中共同の農薬研究など国際共同研究も、

磯野が打ちだした機軸の一つである。 

(4)長田研究室～バンクとケミカルバイオロジー 

 長田は理研史上、最も若くして主任研究員にな

った一人である。磯野研究室でも一番年少であっ

たため、主任研究員会議からの研究室継承と主任

研究員就任の要請は、本人には意外な展開であっ

たという。長田は微生物由来の有効生理活性物質

に拘る、という抗生物質研究室の主柱を残しつつ、

低分子化合物の研究という、ライフサイエンスの

新しい流れを研究室に導入していく。 

 長田が主任研究員に就任した当初は、研究室は

プロパーの研究員 4、5 名に外来研究員数名、と

いう構成であったが、研究対象領域を徐々に広げ

る戦略をとった結果、生物系、化学系，工学系各

分野の研究者が集まることとなり、2008 年４月

には総勢が 50 名を超える大規模研究室となって

いる。多分野融合による研究室規模の拡大は長田

の方針であるが、他方ではリーダーと構成員との

距離が遠くなるという現象も起きている。 

また、2008年に理研中央研と FRSが発展的に

４つの研究領域に再編されたが、長田はその一つ、

ケミカルバイオロジー領域の領域長を兼務する

こととなった。長田自身は、一時創薬研究の世界

を席巻したコンビナトリアル化学24と敢えて距離

を置く選択をしたが、現在のケミカルバイオロジ

ーの分野では、天然物、あるいは微生物由来の代

謝産物の創薬への応用が再評価されている。この

結果、抗生物質研究室で代々引き継がれてきた微

生物ライブラリを基に、長田が整備展開してきた

「天然化合物バンク RIKEN NPDepo」は、ユニ

ークなバンク25として世界的に着目されている。 

 

３．考察と今後の課題 

 これまで、理研抗生物質研究室の 50 年余の歴

史を駆け足で追ってきた。ここでその結果を確認

し、若干の考察を加える。 

まず、同研究室の４代の主任研究員は、「抗生

                                                   
24 多量多種類の化合物群を、人工的自動的に合成し、有

効物質を確率論的に探し出す方法。天然物由来化合物を利

用する創薬研究に比べ、非常に効率的であるとされた。 
25 現在日本では、各製薬会社や北里大が独自のバンクを

持っているほか、東京大薬学部を中心に大規模化合物バン

クの整備が進められているが、理研のバンクは自前で抽出、

生合成した化合物であるという点でもユニークである。 

物質研究室」という看板を背負ってはいるものの、

その時々の科学的な潮流や、特に社会的要請の影

響を受けてきた結果、実際に展開した研究の内容

はそれぞれに異なっている。具体的には、「微生

物由来の生理活性物質を研究する」という研究の

背骨こそ一貫しているが、研究の中骨や小骨につ

いては各々が独自のカラーを出してきている。 

 理研の抗生物質研究室を、抗生物質研究室たら

しめてきたのは、むしろ外部組織とのネットワー

クや関係（＝外部環境要因）であるということが

できる。特に３代目磯野の時代まで、東大農学部

農芸化学科、また応微研との人事的紐帯は強固で

あり、共に日本の抗生物質研究の中核をなしてき

た。第４代長田の代になって、初めてこの紐帯が

ルーズカップリング化しており、これが将来の研

究室運営にどのように影響するかが注目される。 

 また、長い歴史を繋ぐのは、農芸化学系研究室

の特徴であるとも考えられる。理研には抗生物質

研究室以外にも、旧醗酵化学研究室など、鈴木

（梅）や坂口以来の伝統を持つ研究室が複数存在

した。それらは研究分野の変更等で徐々に数を減

らしていったが、それ故に一層、農芸化学系が抗

生物質研究室に集約していったとも考えられる。

農芸化学系の研究では、具体的には代々採取し標

本化した微生物や代謝物、漸く購った高価な実験

機器とその使用工夫法や、特に培地の調整等のノ

ウハウが受け継がれている。外形的な系譜を支え

ているのは、農芸化学系ならではの研究現場での、

こうした経験知であると考えることができる。 

 では、外部環境的要因と内部的要因である経験

知とが、抗生物質研究室の系譜を繋いできたとし

て、この系譜の存在が科学的探求に際して何らか

の強みとして機能してきたのだろうか？ 

 この問いに対しては、初代住木のリサーチ・パ

スこそ不明瞭であるものの、新農薬創製研究に舵

を切った鈴木の代、そして組織的要因から一時苦

境に立たされた磯野の代には、強みを発揮してい

たと評することができる。現在の長田研究室につ

いては、未だ評価を下す時期ではないが、一度は

世界的な研究の大流行、所謂「バンドワゴン現象」

に乗らない選択を下したにもかかわらず、ケミカ

ルバイオロジーとして再び目の前に出現してき

たという幸運？は、少なくとも上記のような系譜

の強みがもたらしたと考えることができよう。 
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